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■■ 今月のテーマ ■■ 環境と産学官連携 ■■ 
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企業・教育機関・行政が連携して研究に取り組む、“産学官”連携。今回は、大学として独自

のプログラムを確立し、人材育成に取り組んでいる岩手大学を取材してきました。 

 

 

 

 

 

 

岩手大学では、ＥＳＤ（持続発展教育）の価値観のもと、環境問題の基礎的な知識を習得する

基礎的環境力に加えて、所属学部の専門性と、「環境マネジメント」の実務を体験しながら学ぶ

実践的環境力を備えた「π字型」環境人材育成プログラムを開発。具体的には、次の 4つの取

り組みにより実践しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 つの取組の詳しい内容はこちら （http://www.iwate-u.ac.jp/ecoedu/gaiyo3.html） 
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＜取組 1＞全学共通教育によ

る環境教育の充実 

＜取組 2＞環境マネジメント

実務の実習 

＜取組 3＞学生による地域貢献の学

外学習 

＜取組 4＞大学による「環境管理実

務士」の資格認定 

※環境マネジメントとは 

 組織や事業者が、その運営や経営の中で自主的に環境保全に関する取組を進めるにあたり、環

境に関する方針や目標を自ら設定し、これらの達成に向けて取り組んでいくことを「環境管理」又は

「環境マネジメント」といい、このための工場や事業所内の体制・手続き等の仕組みを「環境マネジ

メントシステム」（ＥＭＳ - Environmental Management System）といいます。【環境省ＨＰより】 

http://www.iwate-u.ac.jp/ecoedu/gaiyo3.html
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【環境管理実務士は、今年ついに初めての授与になりますが、認定状況はいかがですか？】 
2011年度は、６～７人の認定が期待できます。4学部の学生が環境管理実務士を取得できる

ように、可能な限り選択肢を広げたプログラムを組んでいます。 

【プログラムを受けている学生さんの反応は、どうですか？】 
「＜取組 2＞の内部監査や、中小企業の環境報告書作成支援を体験して、問題の分析力が身につ

いたと思います。また、自分で行動する力も必要だと感じました。」という声がありました。 

 

 

 

 

環境学習交流センターでは、上記＜取組 3＞において、インタープ

リター養成講座を開催し、センターでの来館者対応や屋外でのイベン

トなど、ボランティア活動の受け入れを行っています。 

インタープリターとは、一般的に「通訳者」と和訳されますが、環境

学習交流センターでは、一方的に教えるのではなく、「ともに考え、共

有する。」ことが役割であると考えています。よって、来館者がより深く

展示を理解したり、楽しく体験することをお手伝いするよう心がけてい

ます。 

 

 

 

岩手大学では、2005 年度に学長を最高環境責任者とする環境マネジメント運営組織を立ち上

げました。翌 2006 年度から、組織の整備・充実を行い、2008年度には環境マネジメントシ

ステム規格（ＩＳＯ14001）認証取得を目指し、環境マネジメント推進室を設置するとともに、

学生が大学の教職員と協力して環境活動を行うべく、「岩手大学環境マネジメント学生委員会」

が発足されました。 

 

 

通称ＥＭＳ学生委員会は、主に 5つのチーム（企画チ

ーム、省エネ・省資源チーム、廃棄物チーム、広報・web

チーム、環境教育チーム）で活動しています。例えば省

エネ・省資源チームは、大学の電力消費量のグラフの

掲示や、古紙回収などを行っています。委員会内での協

力はもちろん、環境サークルなどとも連携して活動する

こともあるそうです。 

 ＥＭＳ学生委員会の特徴は、各学部の先生や教職員

が集まる「環境マネジメント推進室」などで提言できると

いうことです。環境マネジメントシステム運営組織の一

員としても、学生の立場から連携に取り組み、エコ大学ランキングや

ISO14001 認証取得などで高く評価されました。 

 今後の課題や展望について、委員長の鷹屋敷ありささんは「学生の

目線で気づいたことなどを、しっかり伝えていきたいです。また学内ゴミ

拾いなどで、一般学生をもっと巻き込んで展開できたらと思います。」と

のこと。また、副委員長の浅沼千裕さんは「便利さを捨てて自分を犠牲

にするのではなく、自分たちの生活を守るための環境活動なんだ、とい

うことをもっと伝えていきたいです。また、幼少期の環境教育が大切だ

と思うので、もっと小学校や幼稚園などと絡めてやってみたいです。」と

いうことでした。今後の活動にも注目ですね！ 

●ＨＰはこちら●http://www.iwate-u.ac.jp/emsc/ 

＜養成講座の様子＞ 

～環境マネジメントシステム運営組織～ 

【掲示の様子】 

【左：委員長の鷹屋敷さん 

右：副委員長の浅沼さん】 

岩手大学環境人材育成プログラム特任助教 中島清隆先生に聞きました 

http://www.iwate-u.ac.jp/emsc/

